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秋繊県大館繭方における地震探査について

一・一一北鹿地帯における地震探査　第驚報…一

市測　金徳寧

嘩．濃澱が灘

　昭湘護1年鷲／寒～奪端1瓢わたり，秋／鷺県大館布襟薫11方にお

いて地震探査を実施し．た，、本調査は昭和3難奪饗艶金属鉱床

密婁経地域び）広域調譲ll難：究グ）一環、撫して行な1われたものFぐ

ある嘗本地帯4）調i嶽i研擁》）主眼は金／灘塾轡il集三患帯轍お1ナる

地下構造を広範囲に把握し，地質構造と金属鉱床分霜，と

の関連等紅つき総・禽的に概究することにある。したが一，

て地震探査／l難綴流的繊範臨において地下構造の大勢を知

ることができるのrで，調査一方法4軒一一つとUて，今籔1，第

鷺次として計幽されたものである、，　（第i次は平沢溝が

　　　　北鹿地帯における地震探査第翌報として発表さ

れ疫1ぴ）調査の凝銭1舗欠ゲ）轟つの速瞳層1こ分萎領すること1が

できた、，

　ノ　　　…一縫獄）Q㌔2蓑翼）ま達1冬敬〕

　　　　　一2撒）｛）猫継α1

　廻　　　 ＿ひ』一32ぐ／（）嚢v濤嘆駕

　無　　　・…電姦1（／（）臨遵黛）Q凱！蹴（・

　第慧層一…購5（鴻～蔀（）（xぬ芝癖｛慰

　本調三査は，マ皆顧および実施監縁馨などを筆饗が担編乱．，

現地調査ならびに寒誘葦果の解析などは；外注／乍業として1爽施

毛、た，その機関は下記のとお1）でまタ）る。

　爆発職，掘藤く……利根薫事株式会社

　地震探査および解析（測線測黛も含む）……株式会社

　癒おこぴ）幸際誓は擁笹として／藤用雄懸窺羨擶譲萎事影峯ll響玉金二銑情食一｛

・熱。蝦愛博樋暮骸から提1・墾1され，た報告に墓づいてそ騨）結

巣を発表したも響）である。

　調査、の実施に．あたっては，秋顕県鉱務隷・大館市役所

・比内町役場お．紅び闘和鉱業株式会社花岡鉱業所等の1鶉

係者各位に多大な援助をいただいた。二こに記して謝意

を嚢する次欝響である。
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．鞄｝、調1、二所／暮報　・，騨／7巻　第緯1の

薫．調査地櫛概婆

　水矯蘇美趨は，秋鐵県ダ）北擁導部に粒1置し．，大館盆i癌のほ

1禦中染諸ilにあた遅）、、

　地震探査測線は，大鮮浦衛街地の繊方約黛1撚の地，・、鼠

から，北＼約駄紙粥・、細至1難，議刷撫の地城で
あ愚、、調査三地内の痔爆麟籍1汰，米代鎖がほぼ北懸に流1解釜を

とつており。プく食霞訟轍1羨）・大ヂ瓢　は蝉撮熱およ｛メガく繊として占

糊嗜巻虞Lている9

　醗鉱震擢塁査浪彗繕ジ観瀞i臓閥隷蒔、おむね大館霧簑ま癌内1こあ

勢ヲ標高葡～驚雛でほl　l　l二！な地形となつておi），測繕ミ

両妻翻の実劇≦帯蚤藷磯撃真噸繕1鎖玉・分は比欝1二筆1獣）重論摂、／費のii 韓惣浄窪お

な〆ド（ 』・篠，，

　本地糞成の道嚢菰笥，網はタ大館骨ぎ内おkび／一比内織ぎ扇1削・IPli丘茗妻

1二1・1心として，2級愚遜および三羅舗議が放射状にび）びて

お1鬼　各搬婆要1蓬　1にに／こノく熟グ〉／更が瀞）る、、

　調葱、地付慧黛の地質は，．1ゴ蕨から第鑓紀ヴ春づ積難嚢乳1経石

麟お，柔び翼三紀中欝テ世ζノ）いわゆ菱1）編転愚卸声y　藁が分布し

ており，その下位は基盤岩麺相1する書生麟から〆　と

1ど・わオ1，ている。藁麦醗諾までの深度は，1，獣）o－2，00（）孫線

度と推定されている．慧れらの層序関係は複雑なものと

予想され，測線の北部付近にあたる花岡鉱lji地域で，礎

　　　　掘越i叡尚氏が推察され瞥ぐいる層序関係を垂鍔ま

でに第i表とし、てしめした，，

藩、　測華泉醜麗および籔測方法

　測線，窪，第，1図秋灘県大館爾方地震探査測線醍置図に

灘した。灘繕羅）概要孟は次の鍵ぎ2表のとおりである鶯

　豪た各舞繕麺，・隷の／票高畜δ，柔む蔭瞳加擬鷲雛を綜舞3馨導こ測量紺∫

響；と虹』て／罫し、た、，

　濁i麟鷺窟　　嚢噂て！ま．あらかじめ57y分のl／磁テ麟鑓恥1・、

に柔／暴発弩維載ま也、“、髪の箆li旨をつけ，i礎1地においてま也テ1葦お、よ

び保安物件な、どを麹毒駕、て最終的に爆発，轍腱捲決定1。、

声包＞IF醗、尋、巌を結んだ蔽線上に観測．柔、獣を設けた窃そ紛た

め測線は爆発、葺，髭乳で方向を異にしておl！，議大ボ3G「醍
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河川，民家などの付近では一 朋錦変更したひ

　／暴発、匡、睾位1置は4・k重慧ごと鼻二1没け楼ことを橿｛毅彗として豊讐

定した、第3表に爆発、r縞一覧糞を示した．爆薬は1本5

！爆，潰浮茶7翫繁灘（今聾寺殊盤琴麟輔ダイづ臨マイトを｛吏葦難し量養繋発1

誰．とLては深魔慧O～漆偽憤，内径97灘瓢のボ…リング孔を

用い，地表下鱒撚以深で爆発させた．需管は地震探鉱用

瞬発電気雷管を使用しプと。

　観測は，全爆発、転からの観測を行なひた，．　　岬

離は，遠隔爆発、ζ、　、“からの甑03kmで，使糟火薬量は

購鰍経である．長い測線で吟地震探査麟折法による観測

は，調査の経済的効渠を考慮して可能隷かぎ聾多成分の

地震探査装1澱を稽レ・，／暴斐頃1数およびボー一リング誠、数を

少なくすることが望窟、しい．また火薬使用量を考慮、して

酵能なかぎ1タ呂！N比σ瀬頻．1暴弧配縢1しなければな1三）ない。，

そのため本調査では，懸成分地震探鉱需礁台により囎成

分として／吏粥し，　1闘の！暴発鵜よζ｝約　4’k灘　の嗣1痔観測

を行なった、異なる器械騨）使用のため，各スプレ、ッド

礫婆成分〉　の爾舞講の観、測、蘇は・常に重複させ，　スプレッド
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欝麺）薩懸轟寺の留譲津し、ぎ）、夢、穣検に／共毛，．．た，，寒た：，萄麟／毛の向 狂ヅ）

ため4惑輪および乳翫癖の地震計を用いるとともに，最

二歳饗鴛鑛こおよびボー一リング駿、1数などのi職界から，璋丁霧建なか

ぎりよい記鐸ミを得るためづ輔〆くての欝講馨1は1欝夜義織測を雲施

した．

　第4こ表には・全舞語鋼裟野牽遷を舞受した、，

尋。解析法および解析結粟

　舞菟灘懲こ、よ・デぐそ響られた幾癒参妻難議騰設から，初璽寿の走時i籍繕峯

を萎軸慮し，’第登図｝ヒ霧黛にしめし、た。

　第8蕩酸にはタ初ヌ翻琵懲欝の麟鵡翼餐等鐸義をし疹）したむ

　初1勤賦）漣禁響曲麟蟄ヂ）／有犠覧に1あた9ては多初動以後の鶏多

谷の走時をも読み取蟄，初鋤走時の，・、頴剣二供した，、蜜た

走時曲線の読敵摯は，1ね，○00秒で行なったが，記録の

初鋤部分の立上りなどからみズ，走時曲線にみられる局

難玉継嬢1』i凸にそれ、隷どの／轡老斐は期学寺できないものと、饗、わ戯，

る．とくに遠距離での爆発、1、賊による記、録においては，

S／N比などを騰慮するならば走時の叢擬差として翻i｛鎗秒

擾度は灘えら敷、る。

　第慧図下段轍は，解析繍果の地㎜樺邊ぎ度分布を解析図と

し、て示した．解析にあたっでは，走時曲線を大局的にみ

た藏線灘藍分類し，速度騰構成のモヂルを推定1＿　R締

菱瓶綴の走時を計算し，走1痔曲線轍みらオLる鑑かけ速度

1こ会選文した1塞1嚢ヲ轡輝諺舞幾を第玉・近／以モヂ’ルとし，難墨む耀曇麟盤

計算によ糧養終結果を求めた。塞た萩原の方法（はぎと

り法）　を拡張した角剃奔法賛，　零走時藪用いた鰐析覆菱設），

難かけ避1度を壌いた解轡法満などの数種の解析法を試み

たのこの家吉果嚢鐸i疹鷺図に欝1嚢寺に事糞した。駐実下，捧叢瀞撫銀で

の走　紬線の特鎌．解轡法，および解析結渠について説

明する、，

　疇．餐　瀧時曲線の職徴

　第黛図グ）薬毫1ミ寺曲麟ξ駅1叢に努大撰聾約な縫醤銀藻単にわけた韮葵農：

分類をしめした．走時曲線の特徴から次のような、轄がみ

いだされる、，（以下爆発、薫番号を肇，V，観測、強番号を簸）．

と縫餐議！壌嚇る沿〉

　（童〉燦発、点区闘の走時曲線の特徴と　し〆て，　i、1一瓢間

は，　嶺ラ・一ジ轡としての傾麟を示しぐいるがラ大潟的な

直編舞震羊にラ｝欝1づ嚇壽駕尋まラほ構豊数鱗銭とみらオLる騰・騰事薄造1とな

鵜塾襲たき　叢1帽塾ノ問では，　兇かけ一速／斐も二縷鑛童で，夢稗L、点

の奏瞬鐙も濯く宍菟登l！で～薙〉リラ速護ヲ馨季欝箆窯も蒸箋輔1な葦籔楽醤薄1趨・と

・￥野懸！さ才Lる、、

　（翰走時曲線の平行性からみれば1［および】1との走時

婆蔓…（ε蔓導）
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』桝麟、嫡鞭1加こψ獄1急地震櫟健託紅壌・ く締蛙金．！翰

　（v！）轡戴蘇の走時織1線　（『貯1撫線〉　を鎖・算して・みると，　わ

ずかの傾斜をも驚1誹噌繋、罫撫常に多くの直練癖に分類さ

れ、争　纂樽蓄季舞遜妻の憾ぞ貫を／〆めている礁そのため丁ノ瞬擁鎌か

らは1嚢獲1麟肇薄蔭気の1シ｝灘婁は騰i螺姦である麟、、　ただし撃小さな

／頃斜・を・17／厭釦曜、なけ才縫ず努　欝脚5層参薄厳嚢灘劉斐にラ酵ぎ1され，る

1、のと誇えられ”，、

　（、嚢）以、1耀）諸、糠を二縁藤1するならば嬉黛麟申の走爵舜き馨線

中にしめした．昆かけの1籔糸豪駐剃漁5〆．）の’慮1鐘麟からのヤ1）の

、牡判断される。各爆発、ぜ1ミからの箆かけ速度を次の第5嚢

の［柔うに分離した。

　（v鵜第葺速度騰は，詳獄図のように藏線鮮に紬分す

れ，1ず穿見かけ1衷！斐1，t4㌔5～9国）1轍『4≦》｛鷺の謙範囲にあ鵜、、こ

嶽．諏が舞雲轟3華膜隼麟漆・1瓜の滋盆li寺であ還二の｝1纏醜曇演漢疑鮮繋約縄ミ

の擁縛テ哲＾を轟峯昆も，ぐの／撫の霧蕃，縄を考慮tして汐蘇轄乱．た糸吉

駐であ軽，1窮驚麟申にピ1こ“iiPの漣講輸：鱒糸鎌と／轡ノて辱疑、、た

業た，こオいちの見露溝け玉嚢膜：強漁摯｛欝葺1塞臓ヲ鱒一1二二i嬉の構¶謹

をも反映してレ’ゐとともにその、．／二部構造の影響をも多く

加1，搬され．た結果と考えられ、る幕　讐隔爆 発、ζ、llσおよびvの

1畦、雪i痔曲繕1沈大局霞｛藷に1線　詳丞なし、た！易感ヤ，　翫⇔馬翫黛1燃り

sξ即　および5燃～甑（〉k灘〆巽（駕の鯵：をしめている，、　ごの編削・i

のi匿均劃斐イ蔭治嵐、第51糞度繕（輿の1虫覧度をし、鍵してい恐

ものと推1察さ才夏蕎、

　毒．窯解析方法

　葺慧肇寺曲繕1力演ら響餐察さ懲／る窓　磐幾響群舞友1、烈　ε｝麟峯欝1豊と

考えられ、る9また各速度寿，響からの繊界騰折波　叙驚ic壽毫，l

w無v（の（／．殴薫牽箋し』ごい都、区二1絹／汰，　　　　～、1、髪、叉冷・らの滋部i寺酎1

線を除い一k．ほとんどみら嶽．オ、1い夢＼態である。　この、よう菰

走時曲繕ミを鍵嬬黛、呼る彪　禽，・一づ磁り（ヂ）解繕細繕誓い梅み録　1ろ

ず，それ噸ス｛ヒ／曳の騨諺集菟拳＝／想、され，る“／．，かし〆，一，

で分類し、た獄かけ1、i却　によ陰，鱗斜5層構造を愚え各速

度麟の速度韓：を決定し，第6表、＿ぐの結．蕪を挙し・た．

　蓑購蕪藤考に1しめし、た．通翠嚢講1跳・ら拶《び隔）ソブ潅麟こ、試り鐸葬、，鋒烈

第／浸　　　錦違度麟しノこ牽度餐薫

懲、欝．嚢駄鴛．詳．奮簡ド蕪蓬　欝フ》慧．豆．難闘

　　嫁峯　ξ　　　　1　　毅k縫霧｝｝』、
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簿41嚢弩慧1鱒

ぎ｛），1蜘・（｝、5巌重鷺緯ゼ・〔・
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　3．2聯二と／），驚

　婆，驚聯二虹Q．黛

購，5
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l擢｝駕，峯．難ジ　1寝！

1．襲
　　　職暮．1～黛．三・

薮窯，6ン鵜土（）．慧

　3．2鉢紘、総（）。慕

　藁．i欝嫌蕪＝o．3

・5、9　　　　謄
i鞠鐸．○聯士o論

争ヤなっプ鶏、、

　（1）　購星1丘似醗ヂルの慶1菱鮮、1構成（走時曲線の1鰐部的

灘麟を嘉牽、1竃套とみなした解析凸）；癖速渡！層癒絹いて“・第i

近似そヂルを求め摩こ結果舞一Ill聞では1象ぼ水懲獄糞速腰層

構成と考えられ蕎〉。また雛一w闘は第黛．　　》速度琴ハ

分離が非常　黙1難であり，数種の，駆度構成を騨ン慮1して数

縞的に計算し求めた結渠であ孫（第郭鱒の細い、・、、1線の境

界）票颪鰯騨閥の第驚，第3速度麟の分1雛ゼ熱1￥か1｝の聡簸

時灘峰蒙1こ〆）いて，3護～3講k撫！蹴駕1・潔！鏡く焦3～焦懇くm／ζ鷲

の走時の部分を，第黛，第31㌔鷺度／鱒の傾斜構1餐業に，よるも

轟と、みなし雰それと1融欝に講力議らの灘葬寺曲率鎌轍％重し“て

は，窯．4～2．7k賛Vs〔澱を支曜め琴皿漣≧鱒寺麟事線のラ。＞ 懸窪と，そ薯Lに

1寵く4．3～ヰ，預轍V黛｛・をしめすヌ擦灘α擁籍分を傾斜肇薄1造齢よ

る｛、の冠、て解決し，見かけ速度に一致した構造を求め

た、，憲たヲ鐸付』三蒙では，第黛1¶i謹度麟は欠除してい羅）とみ

オ糞さ滋．導，、

　各走時曲1、1、にみられる走縛の殺違いについて，第7喪

に 嘩　擬、とし，てし属し〆とて、

　第7表にしめした段違い鈴時闘薦によl！階段構造の高

さを求め，その結渠1．噸溝紅、「ぐ、．1瓜麟の影響をも二麹慧し，段

違いの師獄掃を蔭看楽群ぐノ老縛とみ触しりぐ解析し』，この階

　　　　　　　、嬉こついては撃その乎客難築の力向、隷どは明

　　　　ノ，、さ1叩に1毒の舞見、1、犠からの1洋確蟻ン蒙鮎慧漆駕之・三要で

・鱒7嚢 姦1辱1蜘糸泉に。、駄ら，掴1

呂．欝，i繋1憂 建舞繕曲糸泉に、みられ惹鰐楚美叢い（為／立1鍵顛藩閥　ナ

楚li寺の／三幾1叢矯 嘩1窪：幾

　箋塑巽x書許麟線の段ヒ・綜タ難薩iしている、翫みな薄れる

　地ド溝造（時閣，、、！欝求められる階段（　　）

呂．1》， 蓉∈、｝．1菖奏繋総（雌鐸i寺曲1線ジ）第喜茸　藷菖1藏鍵ll1　の
　　　／茸’1、ξ｝献こ「！凱1羅するξ，）

　　　　　　　　　（○．o婁～o．至Ss献c）

握o．○ 151漫霞：縢L醸1〔ノ）1聴段携無

　　　　ギ欝70｛》610笠憤）

蕪．欝，　働　　　難愛ぬ75で寸1龍 （（）．0轟窯就c） 第1踏熱斐鰹の笈斡、、）髭

s．至），　巨t　　媛くLξ糞鍔蔭猛 （（）．（）8二赴鰍（ウ 鰻（｝．73！・鉾描の第4・1…欝蘭／韓無縷1の1鵯ド紫轄碁謹

　　　　　　　　　　　（3至o撚土）
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　Cl瞬聴）
遍聾斐麟i“繕の1三黛i聴1薄1黛
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　　　　　　　　　　　（雲3（）～33（）雛／）

たノご！、縁，瞥．1のヌ嚢員謬熱1線で1戦緯繋療で、領い、〕
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あろう，、

　第難幽麟上藤の鏡界は，第慕速劇、綾乱、めす走時臨

線（第窯図の1司印の走時曲線）を臨線蘇に分けて求

めた結果である』の部分の竃時の跨i凸は，繭述したよ

うな。走時懸線ぴ埼獲か1）みて速慶麟境．界1こ蕉も．く反映さ

れているものとはノ怒わ津Lず，第蓋近／以讐ヂルとしては大

尉的にみて嚢　象纏に分離した角皐析が壽妥き梼の、、夏らに、1、猛才れ

る鶏

　灘付皇猛の速醗ヲ馨構誉愛1は，　類の糞難鑑間に分け岬ぐ速度を決

定した　　蕪が集1駄、てキ1），籍驚図にしめした、ような境

淳の不一懸欧がみられ欝。象た，走時曲線の騨度による境

界の不一一1致とも考えられ，さらに走時曲線を詳しく梅　す

し夕鵜．、zエiをヌ唇狡させるよう配癒1す／くき音碁分であ参，第1

近似婆ヂルとしては求鑓監成の麟1である、，

　〈鋤走時曲線の凶凸を考慮／、た解析ぐ第2図の実線の

境界）

　第1近似モヂノシで求めた速度擢成に対し、て，走時曲線

の繊濾薦慮t．，蓬賑yp麟を各、轄ごとに醐き，観測港

時と針算走1購とが1礁震一一・致す養蕪で修正を加え』ぐ求めた』

恭．熱である⇔第黛図の実麟との！聡界／こおいて，構糠1からの

臨．界願彩学波をしめす．壷縛からン麹められ，ノと蕪分箏片側のみ

の臨界瀦折波か　）求められ六江部分，1罫層か㌔ガ）願折波を

しめすフ融時から量醸磯欝算によ〆）て求めた部分，走1群曲

線にあらわれていない部分などの麹別を示した、、解析の

精度か夢）みて上記グ）順に儀軽梱三があるものと推定され

　欝茎菖き奮1蔓づU二頂1の境界華愈，蓼姦至糞猛／禰3藷ヂルの垂魔弄弊と1司

℃く，1走1矯継1繕芝の湛疑墨1続はそ才もほど潰1意1を1愈覇）わなかっ

た鯵第蚤速度／駕婆、嬉鶉ゾ）鍛界をさらに熱念細に検討するに

は，その上部の各速度層境界をさら1こ詳しく確定されな

ければ地震探査の性質からみて上1、1の糞蕪が下層1こ及ぼ

す雛果となる拳走舞蕃1蜘繕鍵嚇幾違1いについては，第豊近似

善ヂルで検討したほどの階段構造でなくても，走ll、押）渕

凸および㎜／二層喪ilの起｛犬を湾・憲するならば　お髪）に鴛証瀞黛波

によるものと解釈される．第5速／斐！馨．上撒了（ハN撫繍お。褻

び難幾33，第姦速腰層　蕪薦の賛｛）浸舞イ・／ぬ近の凸灘旗7）構1豊力・

爵ぴ）1潮夢繋皮と毛』ぐ，おおよその説明1潔再能である。，ただ

じ，工の臨ほ器付近の走時の段違いは，走時曲線の折、乾

紅なっているため第逢近似そヂルの結賛以外に推察する

ことは難嘆醗である窃羅〆靴夢韓欄聾学絹での第尋速鹸！魔／　穏鱗

群）断層と思われる蔀分鱒／）いて走時曲線の燭鋤勺ll臨縫1を

考慮1した燕醗襲タこび壌灘鞍まラ鱗き擁矯甥こ大きく1痛形グ）鱗鑑界

をしめしていると、懸われる．そのため糞の、1織）．総幅賛轍

峯嬉開の走講寺曲繕芝は，すべて第婆遼度壕馨、1二面からグ）難密範波

とし型ぐチ鰹藩幾さ尋～る，、

　その他の都分に今いては，聡お、よそ第1近似そヂルの

至　淳に翠臼：二起伏が窺1わ〆）た結繋と／．，てえられた、，

　G籍導走時を用いた解析，（第5速度麟上瀬グ）解析につ

いて）

走臨1雛納脚儀／ひ）いてどの穫度まで地下構造に反映

され細麹翻曝肥1とみなすべきかは，地震探査の精度金

般から騰え愛。誌ばならない1淵題である．そのため，走時曲

線の縄部的凹iiを考慮しない解析および鷲慮uブと解析の

嚢通り慰試みたが，走時曲線はすべての速度麟からの臨

界1懇折波で網羅されていないため，不確実な1羅分が多

い　とくに，第ぎ速／勤　記漸の境界は，解析精度からみ

で非常に．疑醐の点ゐ鼠多く，さらに解析を進める意1象で零

走時を編いての解析を行な、やた．

　1）　金子の3麟構造の磐郷析法3）

　亙，マグ）遠隔爆発、点の走時曲線において，i類　奪のお

のオ騨坪行走時との鷺、諭蹴・，Lvの全走時げ細を

求㌧，萩原の方法によ鯵第5速度／毒穏憶蒲までグ藤零走時を

1汁算する砦た．だしN凱（｝～翼礁25間は鐸；およびV，N獄

髄’㌔無）、熱問は1およびll覆の翫翔走時曲線垂）を求め遍

用した、，ま貧　第1，第黛ヲ第3速腰層叢でを1つのヌ鍵葦

度霧，と仮定し，第i窪速慶／、1－L懸窟でび）平均遠度を》麹め，

次の結渠を壕，｝たむ

　　li卿蟹1べ、間12ま3～2がkm禽乏罵

　　羅1御鞍区間1焦6～3、ll撒Vs蹴£

　これらヂ）零走時および平均速度を用、ずぐ，第叢速壌1麟

．、ヒ面の境界を求めた結渠，非常に起伏の多い結渠を褐

た。第2図中には，起｛犬の多い境界を大燭的1こみた濾1線

1，羊の境界として示した。本法による解析結舞導は，一 軸般に

速度比および　楚時の精度に影響される、，

　盤）Aご麹A鰯獄轍よる箆かけ速腰を用いた解析法5）

　1薄側爆発、転力らの獄かけ速／蔓：を絹いて零懸轡（厳裾に

は普干異懸る）を求め，願折境界面でそグ）馨走時に対応

する臨界1、醜1穀惣，書、、（を計篇し寒そグ）深さを求める解析法で

ある，、萩原の方法によ導て1藍接f零縫難i寺が求められなレ・揚

含（博㎜なわち警同…一速度灘からの／羅夢曾去走巽寺曲繕亀が鷺宅簸

t〆ていない；嚇嚢緊）で，速麓1，！が蓄醤糸屯な21構造の拷む繋語に

有利な方法である、、本測線ぴは酬、1構造のたぬ　瓦

■1版《欄翌、諏の1方滋黛を舞購爵して．懸用し、た。

　第レー第婆速度1、1譲での各速鹿薩，を…一今の速穫騰と仮

定し．第轟速膜灘1ゴ猷象での単均速膿1を求め次ζ乃結果を

得た、

　　讐一欝区闇，3．3縣3〆｝kmノ鍵ぐ

　　轍押罫区羅1寧3。2㌔嵐71燃V鋤ぐ

　疑かけ速度として，纂5糞に／／めした。〔およびVの走

時曲繕素を大局的，痛みた、傭；（5ゆ～321く撒ノ鷲ぐおよび3懇～

乏｝．（）茎くm！就ぐ）　を用、・た、）

　亙およびVの走時よ1）おのおの独立に求められる零走

時によ1），第蕃速腰麟臨鏡難1のおグ）おのの騰界を求冨）た結

果，その署、註は局部的に颪鱒一30Q撒程度であるのまた，

墨暮 （（懲O／



秋鐸、暮堪大館瞬方1緊二おけ愚ま旗㌻運疑探灘iについて　（市／li金徳）

このプy濡去による．鐸謬5歪滋度窒層｝無藏1のノ
羅

簿璃勺測艮｝蓄は鼻　王（）〔）一

驚OO撚前後であるが，第慧図穆鳳はそれらを大賜的にみ

た確瓢覇鋒の境灘軋としてぷした。

　本法による解析結果紅は，数癬を一つの速度層と仮定

し，平均速度を用いる、戴および大局的な雛かけ速慶を決

定する、1、髪叉に解析諌差が含誰れると考えられ葛．、

　曝．嚢　解析総果の閥題点

　本測線の解析にあた鷲）ては，以上の各種解析法によ㌧

第驚図のよう癒速度麟構成がえられた。第婆速／麟上都

の速／勤構成としては，（轟．黛（ll））走時曲線の脚…を考

憲した』解析による第黛図の実線の境難の1載が妥灘のよ

うに思われる、第警速度瀬上謡の境界措、ては，すでに

述べたように，いずれも走時曲華泉の燭部的麟凸を湾慮ほ甫

ない解析結職であり，これ暮の解析法による繋境界の

差も　鱒○酎　3葡m穆渡あ1），いずれが妥滋か判然としな

い、、そのため第驚図にしめした斜線部の範臨に締界が存

在するものとみなした方が鍵いりではないかと、1碁われ

る萄こ離、らの解析結舞難煎驚漣馨轡1掬編艮の分類，選灘鷺櫨の決

定，談たさらに解析法1こ関する精度をも吟味する必要が

あ！），さら鱒充分な検討を加えなければなンない、愚も多

いと、腎、ま瞬‘しる，，

　以デに，各速唆層の鱗1析結！薯・の搾羅題、重、，ξについて述べ

る，、

　／l♪　第1亙蜜／斐麟は，巌暴発、ギ、馨鷺傍縮）盤灘欝曲糸犠濠“諏披めた

臓を暴響の邊慧膜：として驚翠析t〆たぴ葦懲謙部｛寸測菰の1機襲レ己から｝1鱗

断すれば，爆獄　部をこは鐸雛速度奔，、より1饗い蓑墓1嚢寿、1がラ＞布

すると、慰われるが，建灘寺曲線に炎わ勲、ないほどの薄難・1の

ため解翫上韓壌警瞬してさしつかえないと判断した。第重

速1斐麟の深度は讐博㌦くて置猿縫傑計算／こよ・1詞た斐きのであ

り，i翫臥粉一N轍75聞は傾斜構燈からみぐ非常に薄いも

のと著盤定弊さ才彫る，

（i鶏第鷺速閲，蓼，よ，1薫お，よび撫の瀞1紬き線ザむの細k翼ぬ

の区閥のみに表われている．1￥ぴ）走鴫曲線には憲ったく

糞われ、ておらず第黛速度麟を、欠除しているとみな憲れ

る，，譲た醤鞭．葺5～N（達．題き閥では穿　肇旨速1｝轡灘とともに

第鷺薫度層の分離｛）園難であ1），わずか一部の壷蕪馨夢曲線

のみにその傾1萌が釜堆．れている穣度である・ン

　（鱗）第欝速度層は，　琵．および斑の走時麟1繕芝で第窯，速臓

麟の走時の紅暴きで，約1鼓mの区闘に蒙受われている。臨

界黛海雛で比較躍｝酵tば罪　夏liで約L∠｝～泓峯k鐸ミの区疑L　懸で

1、登㌔2．暮k灘の涯問縄ある難厳～・／亨では，第3速度巽　強

しめす走時曲線は複雑で1誉！），傾斜構澁として分離した

解析結渠であ鳥弔憲た蟹のN（ぎ峰鷺～N（）・今5閣は瞬折波と

みなされ』る。本灘1線でN｛》．磁1～N（L蟹増匙ノ）速度麟餐麹鰹は

箋）つ、拙隻ン特／数的であり，！燐夢釜群掬な背斜1霧遣（乃窪暮三が触予誘灘

さ才鉱る、，

　！1v）第4速慶層は，各撞暴、鷺、、、ミの走葺寺に表蹴れ笑・鱒i靱

1き，　羅およびWの爆発、点付近では，、藝穫した．走時曲線と

レぐ求まつている．第絹幽漏の厚麟志蕊OQ－1撮oO
雛もの範囲にある力三，第岱速芝麟皿ヒ醸の境難の雄、護から

みて明確・惣い，、憲た，嬉甑フ3昏蓉く〉・瓢闘ぴ）率屡上面の

境騨は，賜折波鏡よる∫、》、 粒）ためか．懲の鳶時1類線から
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複する薫時曲線を承している。寒た、箆かけ遮ζ度も多肢紅』

わた！），　の選§度決定には多くの簿欝灘がある，、丁壌ll繕隻の
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地 、講　凝｝讐．精　報　 （第／7書懸　 籍1（）・望掛）

と記、ドぐ翫5脚甑（）k鎗禽ぐ綜、とま喪業叢した、たき～　／癒蹉）曇嚢農ヲ麟に

導疫べ遣置難鐘裏襲残麟籠織1も事き肇落：ちるもグ．）と彗弩轡さ才しる，，蜜た：，

第5速麓癩㎜ll二面の境界隷，ずでに前述tノたとおりであ

り蚤唱さらにその池の藩鯵謬を・も饗麟ご縁紅し「てな博、舜洋糸韓な検溺一

が必要と碧、われ「る台

馨，結　　講

　叡調査地域での地震探査グ蹄　築，

分5、／／された、，

墓幾鄭馨
、嚢　壌：　輩義

　（k賞亘lsec）

｝欠の葺つの1嚢！斐層轍

1獺　　馨拶ll難繕i　i潟～鍵撫舜i

　　　　．（撒）　　　 （難）

藝．璽力探蓋資料と鐙比較
嬉1速l　l、1．9～鷺．蓬く黛、（）．1め鞠黛岱o　土＄（）、

　軌大藪窟周辺にネける物遺蠣業蘇としてラ続li也帯．全．域にわた

り麺力携讐査が選められ智ぐいる、、昭和39年嚢ナ蔀uく鋒，鍾、載地

を1：P心に実施されたので，その｝．馨料と灘塾震描援、緩簿，1舞渠とを

姥，1．薯t〆て5秘ることに幡一）。

　ノき　　　　地震探査灘線㎜1．ブ）鷺力鱒：を断漸に表わし党

これと地震解析結果とを比較したものである．

　講蕊紺辞銭》）ヲ董霞力講1、羨iの1嬉讐＼1，よ，灘徐ネ善、翼，こ、よっご，別に

鴇鎌される予定で浅るが，ここでは地震描酸　関1鐘、して

そぴ概要を簡羅に述べる。重力探屡三結染では，大館盆．地

部にかなき馨義抵妻域が醒敷団，二井附・／近（8灘

斑のや憩彗載力）がその中遊、・で銚　）勢＄，駐蔓擁ヒ書碁建審嬬紅び

絃琶至》の南部1難，鰻嚢約思激携1プノ瞳1の変化を生じてい

紬畑

　これ・は鑑護亙一藝の磯）黄牌i捻郭お，よびξ＄藷亙wと翼認乳峯「の中

1絹に断／、．、繕癒1の存在を予想させる毫）のであり，ソく撫匪ま、，L鍵！

形成瓢関して鎌護要ノ　巳！康を毫、・ジぐい“　旧とが推態、駿され

る。

　多ヌ、一Lぴ）璽嚢力騨誘織力縛裁，．暁餐難糸吉…駐をみ読灘と，全舞惣勧な鯉｛

1憩は，やや類／以しているが，一難賛亀熟恩～響謬肩においズ

地震結果グ裁盤瀬状態と，符含しない、轍飛みられる，，、二

れは，必ずしも嚢力績：が，ソくきく蒙，募盤覆1の状態を餐ξ，i榔す

萎とは1験らず，基盤ゲ）．ヒ撹に異　・する一簿1、1の形態紅も左

熟される、のと考歯、られる⇔以。1二のよう欺驚えから，

生／～蝦kr療ぐ隼1差1以上の蕃騰をみる、！二、　難の形状は，

羅力の傾向と灘｛似しているので，これら基盤の 至ゴ揖こ髪，1

く　　覆さオじぐいる繕難歌，かなi）1麹力催ilに1大きく鯵翼ll央され、

閃馬・るものと推察さ三1ζる、、　（戴ノ3探査斐／、麦，本躯舞癒1こ1鶏

慮1力域が分布！一，鑑れが騨1線一ヒにも．延．びて，1難起構造を

準している、，）本測1線の駿盤ll酬の状態は，走葦轡曲、、ノRの縷雑

から，斜線で表わしたとお！），蝋をもたせて解析審れて

いるが，その大夢および深度職どは，だいたい斜線内で

、1ゴドするものと推察される、，鍵41お、奴穿嬉，避、　制近紅

断麟が推定されるが，こ藷舞も明確鑑嚢わすことは，本琶

時曲線からは／癩毒誰悼楓、銚る“一般に肇嗣地び薦のように，基

盤，舞撫での深度の1讐室・・所，および緩i雑な構逢蚤が予麩i！され

る場費雑1，欲をいえ．ば遠隔蝿鑑、・、、祷“　疑振器を藏列し，基

盤速蔑1が確lli忍されるとこ　）まで観漫1するこ1とが蕪藍髪輩しい

わ1ナで慶）るが，今i髪1、ま者暮禽紅、よつズそ敢、ができ癒か、，

た“
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　　　　　i，総o

　とく麺燦発、皐、、ll羅岬碧1絹で，第3，お、よぐメ1菊婆き濃／斐／鵡一熱

1蟹はI」部嚢勺に装条董鰹し、てお勢，一部に欝落慧蒸薦嬢ヲ鱒一が欠1徐し

てレ・る窺、

　第5楚熱嚢ツ轄、至轟1懸グ）瑞呼淳はラ角瀬響．．豊二・分織垂が陸1難窪で識！）ラ

深1鋤豊，庖）o～iヲξ鐵（）類の1度で1、茎蓋（）o掴雲獣1蹴の範闘

内に穫ごの嵯嚢界が存雛i三博 隔るものとヨ鷲糞、らオLる。

　第韮透1度繍は，霧萌糧紀の1中櫃1，鍵＄よび洪積／馨に聾1礁

し多i菊鷺垂第3お、よび第4ド速度犠露演，1鱒おむね第三三紀呼望

新拶望）各／綴層に糊　ドずると携璽謄れる砦第5速膜ヲ馨は古

1．欝1の基盤響財推定され，第蔓速痩層び）一部も基盤i岩に：

含まれ糧叢懸もあるものと考7莞、㌧れ蕎、、

　なお，玉繊，、鷺／鱒とi磁質旧繕轄事との1対髭ヒにー）いては，縛薫霧周奮

以外轍多くの厚庵が饗施され，ており，そ叡、らの結果をも

務いにして懸豪・合1約緯’錦畢響を鼎ド層㍗くき産．，のと、轡わ酒る、、
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